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相
馬
地
方
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
平
成
17
年
の
輝
か
し

い
新
年
を
迎
え
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
日
頃
よ
り
広
域
行
政
進
展

の
た
め
、
ご
支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
自
然
の
猛
威
に
痛
感
さ
れ
た

年
と
な
り
、
過
去
最
多
の
10
回
も
上
陸
し

た
台
風
が
全
国
各
地
に
被
害
を
も
た
ら
し
、

さ
ら
に
、
10
月
に
は
、
新
潟
県
中
越
地
震

が
発
生
し
、
そ
の
被
害
は
甚
大
な
も
の
と
な

り
ま
し
た
。
被
災
地
で
は
、
い
ま
だ
に
数
多

く
の
方
々
が
避
難
生
活
を
し
て
お
り
ま
す

が
、
一
日
も
早
い
復
興
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

ま
た
、
三
位
一
体
の
改
革
、
地
方
交
付

税
の
削
減
、
市
町
村
税
の
落
ち
込
み
等
に

よ
り
、
構
成
市
町
村
の
財
政
も
極
め
て
厳

し
い
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
の
中
、
住
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
、
効
率
的
な
行
財
政
の
運

営
、
地
域
の
活
性
化
等
を
図
る
た
め
、
広

域
行
政
の
役
割
は
、
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ

て
お
り
、
新
た
な
広
域
的
な
展
開
を
図
る
た

め
の
施
策
が
必
要
と
さ
れ
る
な
ど
、
広
域
的

に
取
り
組
む
べ
く
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま

す
。地

域
住
民
が
、
豊
か
で
住
み
よ
い
圏
域

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
構
成
市
町
村
と
の

連
携
と
協
調
体
制
の
も
と
、
第
四
次
相
馬

地
方
広
域
市
町
村
圏
計
画
を
指
針
と
し
、

本
組
合
の
業
務
で
あ
る
常
備
消
防
に
よ
る

救
急
、
防
災
業
務
や
、
今
後
の
地
域
医
療

の
担
い
手
を
養
成
す
る
相
馬
看
護
専
門
学

校
の
拡
充
、
さ
ら
に
は
、
複
雑
か
つ
多
様
化

す
る
社
会
ニ
ー
ズ
へ
的
確
に
対
応
し
た
広
域

行
政
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
皆
様
は
じ
め
関
係
各
位
の
一
層

の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。皆

様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お

祈
り
申
し
上
げ
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

能
の
披
露
と
Ｐ
Ｒ
に
よ
っ
て
相
馬
地
方
観

光
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
次
に

よ
り
開
催
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
観
覧
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
当
日
は
、
終
了
後
、
ご
来
場
の

先
着
２
５
０
名
様
に
限
り
、
カ
ニ
汁
が
無

料
で
振
る
舞
わ
れ
ま
す
。（
整
理
券
を
午
前

10
時
30
分
か
ら
配
布
し
ま
す
。）

１
月
16
日
（
日
）

午
前
11
時
〜
午
後
１
時

道
の
駅
そ
う
ま

体
験
実
習
館

（
相
馬
市
立
谷
字
立
谷
３
８
４
）

立
谷
町
敬
神
会
（
相
馬
市
）

原
釜
神
楽
保
存
会
（
相
馬
市
）

下
北
高
平
神
楽
保
存
会
（
原
町
市
）

小
高
町
相
馬
流
れ
山
踊
り
保
存
会（
小
高
町
）

相
馬
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合

事
務
局
企
画
課
（
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０
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管
理
者
　
鹿
島
町
長

『
相
馬
地
方
伝
統
芸
能
披
露
』
は
、
相
馬

地
方
に
訪
れ
た
方
々
を
歓
迎
す
る
と
と
も

に
、
各
地
域
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
伝
統
芸
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職
員
を
含
む
）
か
ら
、
24
万

円
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

11
月
５
日
に
日
本
赤
十
字
社

福
島
県
支
部
へ
送
金
し
ま
し

た
。ま

た
、
秋
ま
つ
り
、
健
康

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
募
金
活

動
を
行
い
、
現
在
も
役
場
の

窓
口
、
公
民
館
、
飯
樋
・
草

野
診
療
所
で
募
金
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

庫
補
助
災
害
復
旧
事
業
で
６

ヵ
所
、
村
単
独
災
害
復
旧
事

業
で
３
ヵ
所
と
な
っ
て
い
ま

す
。飯

樋
小
学
校
北
・
西
校
舎

の
改
修
工
事
は
、
10
月
25
日

に
工
事
完
了
に
伴
う
引
渡
し

を
受
け
ま
し
た
。

改
修
さ
れ
た
特
別
教
室
で

の
授
業
も
始
ま
り
、
児
童
た

ち
の
歓
声
が
校
舎
内
外
に
響

い
て
い
ま
す
。

今
回
改
修
し
た
北
・
西
校

舎
は
、
様
々
な
交
流
や
住
民

へ
の
開
放
も
可
能
な
施
設
と

し
て
お
り
、
住
民
開
放
に
つ

い
て
は
来
年
度
か
ら
実
施
で

き
る
よ
う
に
進
め
て
い
ま
す
。

12
月
10
日
に
は
、
一
連
の

校
舎
改
築
が
竣
工
し
た
こ
と

に
伴
う
落
成
式
典
を
実
施
し

ま
し
た
。

今
後
の
予
定
は
、
旧
講
堂

な
ど
の
取
り
壊
し
や
駐
車
場

整
備
な
ど
周
辺
整
備
工
事
で

す
が
、
こ
れ
も
早
い
機
会
に

行
い
児
童
が
学
習
に
専
念
で

き
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

村
内
小
・
中
学
校
や
幼
稚

園
に
お
い
て
、
様
々
な
催
し

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

10
月
13
日
は
「
村
内
小
中

学
校
音
楽
祭
」、
10
月
16
日

は
草
野
小
、
翌
17
日
は
臼
石

小
の
「
学
習
発
表
会
」、
10

月
23
日
は
飯
舘
中
の
「
青
蜻

祭
」、
10
月
30
日
は
飯
樋
小

の
「
学
習
発
表
会
」、
11
月

20
日
は
草
野
・
飯
樋
幼
稚
園

の
「
お
遊
戯
会
」、
11
月
27

日
に
は
臼
石
小
の
「
臼
石
カ

ー
ニ
バ
ル
」
が
そ
れ
ぞ
れ
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

10
月
９
日
か
ら
10
日
の
台

風
22
号
に
つ
い
て
は
、
総
降

雨
量
で
１
５
４
ミ
リ
、
１
日

当
り
の
最
大
降
雨
量
で
１
４

０
ミ
リ
と
な
り
ま
し
た
が
、

被
害
状
況
は
農
業
用
排
水
路

等
の
村
単
独
災
害
復
旧
事
業

４
ヵ
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
村
道
や
農
林
道

の
被
害
に
つ
い
て
は
軽
微
な

も
の
で
し
た
。

10
月
20
日
か
ら
21
日
の
台

風
23
号
に
つ
い
て
は
、
総
降

雨
量
で
１
４
５
ミ
リ
、
１
日

当
り
最
大
降
雨
量
で
１
２
５

ミ
リ
と
な
り
、
農
地
等
の
国

ま
た
、
12
月
14
日
に
は
飯

舘
中
で
「
農
業
収
穫
祭
」
が

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
活
動
を
通
し
て
、

保
護
者
は
じ
め
地
域
と
の
交

流
が
一
層
促
進
さ
れ
、
児
童

▲飯樋幼稚園のおゆうぎ会

生
徒
の
健
全
育
成
に
、
多
大

な
成
果
を
あ
げ
た
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。

10
月
９
日
、
10
日
も
雨
の

天
気
と
な
り
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
等
を
検
討

し
た
結
果
、
中
止
を
決
定
し

ま
し
た
。
昨
年
に
続
い
て
の

中
止
で
大
変
残
念
で
す
。

10
月
30
日
と
31
日
の
２
日

間
、
秋
ま
つ
り
の
一
環
と
し

て
開
催
し
ま
し
た
「
総
合
文

化
展
」
に
は
、
１
、
４
７
１

人
の
村
民
の
方
か
ら
１
、
９

３
３
点
の
作
品
を
出
展
い
た

だ
き
ま
し
た
。
昨
年
度
よ
り

多
く
の
方
々
に
ご
来
場
い
た

だ
く
た
め
、
１
日
目
を
夜
８

時
ま
で
延
長
し
て
公
開
し
た

り
、
ミ
ニ
個
展
、
お
化
け
カ

ボ
チ
ャ
の
展
示
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。

期
間
中
に
は
２
、
２
０
０

人
も
の
皆
様
に
来
場
い
た
だ

き
、
盛
会
な
文
化
展
と
な
り

ま
し
た
。

現
在
ま
で
の
会
員
数
は
、

正
会
員
98
人
、
準
会
員
４
７

１
人
の
合
計
５
６
９
人
で

す
。
村
民
の
健
康
と
体
力
増

進
を
図
る
た
め
、「
だ
れ
も

が
・
い
つ
で
も
・
気
軽
に
」

ス
ポ
ー
ツ
で
き
る
環
境
づ
く

り
を
目
的
と
し
て
、
色
々
な

メ
ニ
ュ
ー
を
準
備
し
て
、
会

員
以
外
の
方
で
も
参
加
で

き
、
楽
し
め
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

今
回
も
実
行
委
員
会
の
皆

様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

12
月
４
日
に
「
ハ
リ
ー
ポ
ッ

タ
ー
と
ア
ズ
カ
バ
ン
の
囚
人
」

を
上
映
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
午
後
と
夜
の
部

の
２
回
上
映
し
、
３
２
９
人

の
入
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。

チ
ケ
ッ
ト
販
売
、
上
映
運
営

な
ど
裏
方
を
務
め
ら
れ
た
実

行
委
員
の
皆
様
に
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。


